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【学生会員のみなさんへ】  

急に春の陽気になりましたね。今年は花粉も多く花粉症の人にとってはつらい季節になりそうです。 

また、春といえば生活の変化がある季節、皆さんはいかがお過ごしですか？出会いや別れもあり、新し

い環境に踏み出す人もいるのではないのでしょうか。 

今回は先輩医師・歯科医師からみなさんへのメッセージをお届けします。 

 

 

【病理診断科】 

年を重ねてから若いころを振り返ると、やはり学生の

時の友人は宝だなと感じます。 

大学の友人も一生の友ですが、小学校、中学校の友人は、

仕事や人生環境も様々で、多様性に富んでいます。 

医師の仕事は、多様な価値観との出合いで、より深みを

増していきます。どんなことでも話せるような子供の頃

の友人をぜひ大切にしてください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【歯科口腔外科】 

口腔外科を選んだのは、全身の中で口腔の役割が勉強できると

思ったからです。６年間で学んだ知識に加え、新たに学ぶことも

多いですが、今は楽しく仕事をしています。 
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【脳神経小児科】 

①脳神経小児科（小児神経科）を選んだ理由：こどもの脳の発

達に圧倒されたからです。 

②現在の業務内容：週 1回小児の脳波、特に発作時脳波につい

て、ビデオ脳波同時記録で解析しています。 

③やりがい：「たかが脳波されど脳波」ですが、今でも初めて

見る脳波所見にめぐりあいます。 

④学生時代にはなるべく「旅をすること」。特に海外で、英語

で喋れるようになるといいなと思います。 

 

 

 

裏面もご覧ください⤵ 
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【歯科】 

歯科を選んだ理由は祖父から続く歯科家系で、当然自分もそうなる

と思っていた、小学生時代の「未来になりたいものは・・・」歯科医

と書いていた。大学進学の時に、その路線がいやで好きな工学部に入

り卒業したが、もう一度歯科医を目指そうと思い入学した。 

業務は一般歯科。生協の歯科のため、他科とのかかわりが多く、単

なる口だけ見るのではなく、患者さん生活含め丸ごと見られるのがや

りがい。しかし、技術者の端くれであるため、困難な症例をやり切っ

た時の充実感は捨てられない。やった！と心の中でガッツしている。 

学生時代、子供のボランティアなどいろいろ経験し、多くの人と接

することができ自分の糧になった。勉強だけでなくいろんな経験をし

てもらいたい。しかし、最低自分がなるべき歯科医療については「開

業医、病院歯科、往診」など知っておく必要もある。 

【小児外科】 

生涯の友をつくろう 

現在の学生諸君や、若手にコロナは大きな傷を残したことを、深く

同情申し上げる。生涯の友を作るべき時期に、一緒に集まり、語らい、

議論し、喧嘩すべき時期に、それを許さない状態が、3年間も続いた

ことである。特に他学部・他大学の友人を作る機会が奪われたことで

ある。それは小生の現在に続く親友が医学部の同級生のみではなく、

サークル活動を通じて親しんだ友との交流が現在も続き、多くの刺激

を受け、利益を受けてきた。 

是非機会を設けて、医学部の友のみではなく、他学部・他大学の友

を作ってほしい。きっとみなさんにとって大切な一生の友となるだろ

う。 


